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員で00 ・ 経営 ・ 労働する
「W.Co」00に入る言葉は？

は3ページ‘

4:t 出し弁当

キャロ ッ

ぃ もう 一つの働き方

撮影：Photostudio-Home葛谷舞子
場所：企業組合W.Coミズ・キャロット

すすきのプランチ（横浜市青葉区）
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新たな参加を力に地域に愛されるデポーづくり

新メンバーでの運営委員会が発足してから3ヶ月と短期
間での準備となりましたが、運営委員 ・ ワ ーカ ーズ・組合員

が手を携えて様々なイベントに取り組
み、リニューアル初日 から「のぼりとデ
ポー」を盛り上げることができました。

これ まで来所して消費材は購入して
も活動にはなかなか参加することが

なかった 組合員が、オ—プニングイ
ベントでは運営側に回り積極的に
参加するようになる など、新しい

｀ヽ
長’

こ

区！

セLtニーでは
お祝いの
勘子舞を披露
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力が生まれる場面もつくることができました。リニュ―アル
オープン1ヶ月の新規加入が59件と 「のぼりとデポー」開
所以来の最高記録を達成し、リニュ―アルの効果を十分に
体感しています。

今後は組合員全員で本当に「いいもの」をひろめ、「地域
に愛されるデポーづく り」を行っていく所存です。

まつだ つよし

運営委員長／松田強詞

凸

組合員がデザインした
休憩スペース

岬面む舌用して

消費材を陳列

中央l-ソか調の杜がポイント
通蹄は広く、よtJ B月 るいフn？に

o:凪詈，：
1 開所時間 I 10:30~19:00（水曜日定休・祝日開所）
I所在地I川崎市多摩区登戸2799-1

小田急小田原線「向ヶ丘遊圏」駅より徒歩5分

＼にかほを知って、味わおう！ J
C 崎叩加加）

テポー底力｝ぽフ辺？
2/20 （月）～ 26（日）

I渇閂a渭 政策調整部云045-474-0985
（月～金・祝9:00 ~ 17:00) 

「生活クラブでんき」の雫源／生活クラブ風車「夢風」
が建つ、秋田県にかほ市の特産品をデポーで取り組む
特別な1還間！組合員と現地生産者が協力して開発し
た 「夢風ブランド品（日本酒「夢風」 ・ はたはたおいる漬
け ・ 鱈しょっつる ・ タラーメン）」 の取り組みもあります。

`’ 

�'2/25（土）
AM：宮前平・南林閻＼ 
PM：つなしま・せや

にかほ市の皆さんが4デ‘ホ゜一に来所
予定！にかほ市の特産品や「生活クラ
ブでんき」をアビールします｝

※新型コロナの感染拡大状況によっては、スケジュールが変更になる可能性があります
’’ ． 

組合員人数 87,017人(2022年11 月末 163人増） 11 月度加入 841人、 脱退 678人
世帯当り利用高 20,542円 (2022年10月）世帯当り出資金 131,551 円 (2022年 10月）

ちょこっとQの答え►「出資」。金額や頻度（月に1回、年に1回など",)は団体で異なります
が、働くメンバー全員で出資金を出し合うことで、一人ひとりに経営者意識が生まれます。

※「W.Co」に開する記事は2~5ページに記載
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雇う・雇われるではない もう一つの働き方

ワーカーズ・コレクティブワーカーズ・コレクティブ
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第９回第９回

11月12日(土)11月12日(土)
2022年2022年

@みなとみらい
臨港パーク
@みなとみらい
臨港パーク
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よ
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！

キ
ラ
ラ
賞 

贈
呈
式

キ
ラ
ラ
賞 

贈
呈
式

第
32
回

第
32
回

キ
ラ
ラ
賞
（
か
な
が
わ
若
者
生
き
活
き
大
賞
）
は
、
神
奈
川
県
内
に
お
い
て

様
々
な
分
野
で
活
動
す
る
若
者
を
応
援
す
る
取
り
組
み
で
す
。
受
賞
者
に

は
、
キ
ラ
ラ
賞
と
副
賞
50
万
円
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
輝
く
若
者
の

活
動
を
知
り
、
一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

2 月 4 日 ( 土 ) 10:00 ～ 12:002 月 4 日 ( 土 ) 10:00 ～ 12:00
オンライン

２
０
２
２
年
度
受
賞
者

２
０
２
２
年
度
受
賞
者

過去の受賞者を
交えた活動報告も
実施予定！

過去の受賞者を
交えた活動報告も
実施予定！

生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
で
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
復
興
支
援
活
動
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
、
被
災
地
と
と
も
に
生
き
る
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、
2
0
1
9
年
ま
で
の
「
復
興
支
援
ま
つ
り
」
か
ら
名
称
を

改
め
た
「
復
興
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
暑
い
く
ら
い
の
晴
天
の
中
、
3
年
ぶ
り
の
開
催
に
は

3
０
０
０
人
も
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
被
災

地
団
体
、
支
援
団
体
、
生
産
者
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ

ク
テ
ィ
ブ
、
生
活
ク
ラ
ブ
関
連
団
体
な
ど
の
出
展
で
会

場
は
賑
や
か
。
子
ど
も
連
れ
の
参
加
者
が
多
く
、
長
時

間
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
を
お
お
ぜ
い
見
か
け
ま
し
た
。

子
ど
も
が
夢
中
に
な
る
物
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
、
岩
手
県

重
茂
の
わ
か
め
ま
き
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
参
加
団
体

と
一
緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
と
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
復
興
ま
つ
り
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伺

え
ま
し
た
。

　
参
加
者
に
は
再
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
方
が
多
く
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
楽
し
そ
う
な
会
話
が
弾
み
、
新
た
な

出
会
い
や
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
震
災
を
風
化

共
に
生
き
る
社
会
を

　
　
　
　
　
　

自
分
事
と
し
て
つ
く
ろ
う

共
に
生
き
る
社
会
を

　
　
　
　
　
　

自
分
事
と
し
て
つ
く
ろ
う

実行委員長
篠崎 みさ子

さ
せ
な
い
、
つ
な
が
り
を

絶
や
さ
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
と
の
連
携
を
強
め
、
共

に
生
き
る
社
会
を
自
分
事

と
し
て
つ
く
っ
て
い
こ
う
」

と
確
認
で
き
た
復
興
ま
つ

り
に
な
り
ま
し
た
。

当日の様子を
YouTube
限定公開中！

詳しくは
HPへ

大人も子どもも踊る！ 

被災地
と ともに

宮城県／ (一社)コミュ
ニティスペースうみねこ

出展団体
63 団体・89ブース
売上げ金額
約3,679,564 円
カンパ金
178,288 円
(2022 年11月14日時点）
※売上げ金の一部および
カンパ金を被災地支援
団体へ送ります 宮城県／ (株)丸壽

阿部商店

エコロジーとフェミニズムを哲学とした農

業を展開。 化石燃料からの脱却、 ごみ

を出さない地域資源循環型栽培の他、

ジェンダー平等を実現し女性一人でも取

り組める農業を行う。 農業と芸術を融合

させた農園は憩いの場にもなっている。

元教員の代表夫妻を中心に、 生きづら

さを抱える小中学生のための居場所づく

りを5つの公共施設で行う。 また若者の

就労支援の場としてコミュニティカフェを

運営、 人と人との繋がりを生んでいる。

一般社団法人かけはし(横浜市)SHO Farm(横須賀市)
しょー ふぁーむ

＃ご飯のおともコンテスト
2022/8/29 ～ 9/24

しようしようしようしよう

価格もお得♪
買い忘れの心配なし

コモンズ(配送)
組合員の方

デポー組合員
の方

予約の方法はHPへ

を食べ続けていくためにを食べ続けていくためにを食べ続けていくためにを食べ続けていくために

遊佐の米づくりを
動画でチェック！

　『庄内遊YOU米』 は鳥海山から流れ出る清流によって育
まれます。遊佐町では綺麗な水を守るため合成洗剤を使わ
ずせっけんの使用を推進し、減農薬・減化学肥料・地域循
環を実現してきました。組合員が食べたいお米を作るため、
生産者は日々努力しています。
　しかし昨今、資材価格の高騰・生産農家の高齢化・農業
従事者の減少といった課題や、気候変動の影響で病害虫被
害が多く発生し、中山
間地の田んぼでは特
に厳しい状況になって
います。生活クラブで
はこれらすべてを情報
公開し、生産者と組合
員が共に話し合いな
がら、持続可能な生産
と消費の在り方を双方
で追求し続けていま

生産者と組合員でつくるお生産者と組合員でつくるお生産者と組合員でつくるお生産者と組合員でつくるお

            　　　　　　 とは、生産者と組合員が持続的に作り・食べ
続けることを目的に、品種・栽培方法・作付け面積と生産量・価格ま
で話し合い、お互いに学び協議しながらつくるお米です。
　共同開発米『庄内遊YOU米』の「遊」は生産地である山形県遊
佐町から、「YOU」は生活クラブの組合員を表しています。生産者
と組合員の信頼関係と生活クラブが目指す「安全・健康・環境」の
実現を願って、公募で生活クラブ神奈川の組合員が命名しました。 お　 を食べていますか？お　 を食べていますか？お　 を食べていますか？お　 を食べていますか？

　「持続可能な生産と消費」のために私たちができる
ことはなにか、それは共感しわかって食べる仲間を増
やし、予約して約束した契約量を食べきることです。
　一つの米の品種を作るには10年、土づくりにも10
年かかります。米は1年に1作しか作れません。「予約」
してその時間と空間を約束して食べきることは、生産
規模の維持と生産意欲の向上に直結します。一人ひと
りの食べる力の積み重ねが、産地と生産者を支えるこ
とにつながります。
　世界は人口増加と地球過熱化で、今後食料不足に
なっていくことが必至と言われています。自分たちの
食料は自分たちで作る！仲間を増やしてしっかり食べ
続けていくことが、食の自給圏づくりの基本です。生
産者とつながって連携を強め、遊佐のファンになって
「わかって食べる」仲間を増やしましょう。

全国の生活クラブ組合員がおすすめの「ご飯のおとも」を紹介した
Instagramコンテスト。神奈川からも多数の応募がありました。
おいしいお米をみんなで食べましょう！

高菜&卵高菜&卵

モロヘイヤ
　&卵

モロヘイヤ
　&卵

昆布&
えのき茸茶漬
昆布&
えのき茸茶漬

ゴーヤゴーヤ

さがみさがみ
かわさきかわさき

湘南湘南

横浜北横浜北

横浜みなみ横浜みなみ
このコーナーでは、生活クラブ神奈川が取り組む活動を紹介していますこのコーナーでは、生活クラブ神奈川が取り組む活動を紹介しています



母が食を大切にする人だったこともあり、
私も食の安全性には気を付けていて、組合
員になる前はこだわりのある他社サービス
を利用していました。生活クラブも気になっ
ていましたが、当時の2週に1回の注文は暮
らしに合わず……。何年か経ったあと、生活
クラブの注文システムが変わったと聞いて
加入しました。

加入のきっかけを教えてください

生活クラブに加入して、
暮らしに変化はありましたか？

● 2015年4月加入
宮下 ゆかりさん

2位

定番ですが、冷蔵
庫にあると安心な
消費材。ひき肉は
よく餃子に、バラブ
ロックは塩豚にす
るとアレンジができ
ておすすめです。

1位

いろいろと試しましたが、
甘味があるこの味噌に落
ち着きました。自家製の味
噌と混ぜて使っています。

添加物が入っていない、
原材料まで安心なもの
はなかなか手に入りま
せん。やはり加工品は
生活クラブです！

3位

＊ビオサポ：生命を意味する
　「BIO」と「美を」をかけ、生命力にあふれた
健康な食生活をサポートしていく、という
意味の生活クラブの造語

ビオサポレシピサイト→

89 2023年 1・2月号 2023年 1・2月号

おすすめ消費材ベスト 3

豚肉

子育て世代のサポーター編

☎0120-311-543(月～金・祝　9:00 ～ 17:00)
ユニオン共済事務局

利用条件など、
しくみの詳細はHPへ

ちょっとお願い！ ちょっとお願い！ 
エッコロプラス

問合せ

エッコロプラスに興味がある方は…

エッコロ共済に100円/月をプラスして参加できる、エッコロプラス。
地域のコーディネーターが、あなたの「ちょっとお願い！」に応えるサ
ポーターにつなぎます※。そんな仕組みを覗いてみましょう！

※利用条件あり

利用者

サポーター
コーディネーター

賛同者

た
す
けあいの仕組

み

今回は です

レシピといっしょに「ビオサポ」関連情報
（栄養素など）を紹介します♪

かわさき生活クラブ
あさお西コモンズ

利用者 コーディネーター

配達で買ったもので一週間を回そうとやりくりする
ようになりました。カタログに載っているレシピを
参考にすれば、翌週の献立が1～2品決まっていい
ですね。2021年2月にミズ・キャロット※のメンバー
になってからは、出汁をとったり揚げ物をしたりと
家でもお店と変わらずやろうと思えば何でもできる
んだなぁと、料理へのハードルが下がりました。

エッコロプラスに参加したきっかけは？

エッコロプラスの良さは、どんなところだと思いますか？
　利用者としては、自治体や民間のサポートを頼むと都度費用が発生するので、月
の掛け金で気軽に使えるのがいいですね。組合員同士親しくなれば、知っている方
にお願いできる安心感もあります。サポーターとしては、小さな子どもを育ててい
てもできることで誰かの役に立てて、繋がりを感じられることが嬉しいです。
　下の子どもの出産後、エッコロ共済で友人に上の子どもをみてもらっている間に
家事を進めたことがあり、とても助かりました。エッコロ共済とエッコロプラス、使
い分けながらもっとたすけあえるといいなあと思っています。

　仕組み自体は、コモンズの料理企画に参加したときにお話があって知りました。
初めは実際に使うかわからないので話半分に聞いていましたが、何回か話を聞く
うちに、自分も相手もメリットがある仕組みなんじゃないかと思って参加しました。
いまは利用者としてサポーターとして、コモンズの企画で知り合った友人と託児し
あうときに使うことが多いです。

❶ 小松菜は3cm長さに切り、茎と葉の部分
を分けておく。さば水煮缶は汁気をきる。

❷ フライパンに★を弱火で熱し、香りが出
てきたら強火にし小松菜の茎をサッと炒
める。葉とさば水煮缶を加えて炒め、真
塩とこしょうで味をととのえる。

作り方

「年末年始に食べ過ぎた……」そんな方は、エネルギーとして力を発揮したり、
体をつくりだしたりするときに必要な「代謝」を助ける栄養素を意識してみま
しょう。糖質の代謝に関わるビタミンB1は豚肉や精製度合いの低い穀類に、
脂質の代謝に関わるビタミンB2は魚介類、レバーなどに多く含まれます。

エネルギー代謝に関わる栄養素を知って、体調管理エネルギー代謝に関わる栄養素を知って、体調管理

ベーコン・ウインナー

材料(4人分)

材
料(

2
人
分)

作り方

小松菜 …………………… 200g
さば水煮缶………………… 1/2缶 (95g)
真塩、こしょう…………… 各少々
★にんにく(みじん切り)… 1片
★赤唐辛子 ……………… 1本
★オリーブオイル ………… 小さじ2

豚肉切り落とし……………… 300g
キャベツ……………………… 3/4 個 (800g)
にら…………………………… 1束 (100g)
人参…………………………… 1/2 本 (50g)
赤唐辛子 ( 輪切り) ………… 1本
★ごま油……………………… 小さじ2
★にんにく( 輪切り) ……… 1片
★根生姜 (せん切り) ……… 1片
●鶏ガラ塩ちゃんこ鍋の素… 2 袋 (70g)
●水 ………………………… 4カップ

❶ キャベツはざく切りにし、にらは3cm長さに切る。人参は短冊切りにする。
❷ 鍋に★を入れて熱し、香りが出てきたら豚肉を炒める。肉の色が変わった
ら●を加え、煮立ったらアクを取る。キャベツと人参を加えてしんなりし
たら、にらを加えてひと煮立ちさせる。赤唐辛子を散らす。

事前にいつもの配達時間を伺っていたので、
時間に合わせて下の子どもと一緒に利用

者さん宅で消費材を受
け取りました。
いったん持ち帰って、 週
明けに自宅近くで手渡
しました。

動画で解説 ！

2021年のクリスマ
スでは、オードブル
のレシピ考案を任
されました。大変で
したが達成感があ
り、W.Coらしさを
実感できました。

※宮下さんが働く
　「ミズ・キャロット」に
　関する記事は
　2ページへ！

国産十割こうじみそ

小松菜とさばのペペロンチーノ小松菜とさばのペペロンチーノ手軽にできる
イタリアン風味のソテー

豚肉とキャベツ・にらの塩鍋豚肉とキャベツ・にらの塩鍋
野菜も肉も
バランスよし！

シンプルな塩味に豚肉
の旨みと生姜の香りが
プラスされておいしい
スープに。〆は雑炊のほ
か、ラーメンやうどんな
どもよく合います。

さば水煮缶はほぐしすぎない
のがポイント。残した汁は、煮
物や味噌汁に入れてみて！

POINT

POINT

少なめなら、自宅
の冷蔵庫に入ると
思います。
保管して、月曜日
にお渡ししますね！

金～日曜日、 急用で留守になる
予定で……金曜日に届く消費
材のお野菜・冷蔵品を代わりに
受け取って預かってくれそうな方は
いませんか？

サポーター

横浜みなみ生活クラブ 金沢コモンズ

樋野 亜由美さん
ひの　   あゆみ

近くに樋野さん
がお住まいですか
ら、 声をかけてみ
ますね



組
合
員
の
参
加
で
つ
く
る
た
す
け
あ
い
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

共
済
・
福
祉 

ひ
ろ
げ
よ
う 

た
す
け
あ
い

共
済
・
福
祉 

ひ
ろ
げ
よ
う 

た
す
け
あ
い

家族

地域

社会

三
浦
:
橋
本
は
︑さ
が
み
生
活
ク
ラ
ブ
初
の
福
祉
施
設
と
な
っ
た
わ

け
で
す
が
︑つ
く
ろ
う
と
い
う
組
合
員
の
思
い
も
活
動
も
さ
ま
ざ
ま

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒当
時
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
︒

矢
野
理
事
長
:
橋
本
の
開
所
に
向
け
︑
身
内
が
介
護
施
設
に
い
る
方
・

介
護
は
ま
だ
無
関
係
な
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
と
建
設
委
員

会
を
つ
く
り
ま
し
た
︒み
ん
な
で
介
護
保
険
の
勉
強
や
施
設
見
学
を

進
め
な
が
ら
︑
自
分
た
ち
が
い
い
な
と
思
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
を
描
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
︑
期
待
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
物
件

探
し
に
日
々
奔
走
し
て
い
ま
し
た
︒

村
田
代
表
:
私
は
初
め
の
う
ち
は
開
所
に
向
け
た
活
動
に
関
与
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
︑
大
変
そ
う
だ
な
と
組
合
員
と
し
て
横
で
見
て
い
た
感

じ
で
し
た
︒で
も
︑
信
頼
し
て
い
る
組
合
員
リ
ー
ダ
ー
の
方
が
活
動
の

集
大
成
と
し
て
橋
本
の
活
動
を
す
る
と
言
う
の
で
︑
福
祉
の
仕
事
の

経
験
が
あ
る
私
な
ら
﹁
少
し
は
で
き
る
事
が
あ
る
か
な
﹂く
ら
い
の
気

持
ち
で
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
︒

　「参加しよう！」という呼びかけをよく聞きませんか。メディアでも目に
するようになった「参加型」という言葉は、生活クラブ神奈川では設立
当初から使い始め、社会課題を解決する方法として実践してきました。
　今回はそのなかでも、「参加型福祉」に焦点を当ててご紹介します。

Q 参加型ってどういう意味？

Q 参加型福祉ってなに？Q 生活クラブでは
　どういうことをしたの？

W.Coむすびって（生活リハビリクラブ橋本委託運営）代表　村田 淳子さん（右）

さがみ生活クラブ理事長　矢野 克子さん（左）

取材：元生活クラブ神奈川 共済・たすけあい担当副理事長　三浦 紀子（中央）

　
要
介
護
者
・
要
支
援
者
の
自
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
介
護
保
険
は
居
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば
れ
、通
所
介
護
事
業(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

、訪
問
介
護
事
業

(

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス)

、居
宅
介
護
支
援
事
業(
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成)

な
ど
が

あ
り
ま
す
。生
活
ク
ラ
ブ
神
奈
川
に
は
、こ
の
3
事
業
を
展
開
す
る
5
つ
の
生
活

リ
ハ
ビ
リ
ク
ラ
ブ(

麻
生
・
幸
・
葉
山
・
鴨
居
・
茅
ヶ
崎)

と
通
所
介
護
事
業
の
み
を

行
っ
て
き
た
生
活
リ
ハ
ビ
リ
ク
ラ
ブ
橋
本(

以
下
、橋
本)

、合
計
6
ヶ
所
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
が
あ
り
、2
0
2
2
年
11
月
か
ら
は
橋
本
も
新
た
に
訪
問
介
護

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
橋
本
の
運
営
を
担
う
委
託
W
・
Co
む
す
び
っ
て
の
村
田
代
表
と
、こ
の

地
の
地
域
生
協
で
あ
る
さ
が
み
生
活
ク
ラ
ブ
の
矢
野
理
事
長
に
、参
加
型
福
祉
の

実
践
の
場
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　他人ごとにしない＝自分ごと・当事者として
向き合うこと、くらいの意味かな。

　「たすけあい・支え合い」を大切にしたいと
思う少人数の組合員グループが、ワーカー
ズ・コレクティブ(以下、W.Co)という組織を
各地域でつくって、配食・家事介護といった
自分たちが必要と思う福祉サービスを事業に
して始めたわ。
　その後、2000年から介護保険が始まり、
行政に決められるサービスから利用者が介
護サービスを選ぶことができる制度に大転換

　1980年頃、高齢化が進む社会の中で、家庭の問題と
されてきた介護トラブルが社会問題化し始めていたの。
当時の介護では利用者に介護サービスを選ぶ自由はなく
高齢者を「国が指定した施設に入所させる」という措置
型で、必ずしも高齢者や家族のニーズに応えたものじゃ
なかった。それを「私」の問題として考えたおおぜいの組
合員たちは「先々の人生どうありたい？」と問い直して、
「生きるための心地よい地域、いい意味のわがままが言
い合える社会にしたい」と思ったの。今そういう社会でな
いなら参加と責任を自分たちで引き受けて、新たな福祉

して、状況が変化。多数の福祉系
W.Coが制度事業者となったり、自
分たちが受けたい福祉を追求し続
け、参加型福祉を実践しているわ。

をつくろうと考えたのね。
　「おおぜいの私」が「参加型」でつくるもうひとつ
の、私たちが受けたい「福祉」。それが参加型福祉
なのよ。

参
加
型
福
祉
の
現
場

働くワーカーズに聞く！

﹁
ど
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い
か
﹂か
ら

始
め
た
組
合
員
活
動

生活クラブ運動「参加型福祉編」

　例えば自分を中心とした同心円があるとして、家族、
地域、社会というように円が広がっていると考えると、
自分から距離が遠くなればなるほど当事者意識は薄れ
るわよね。でも中心に留まらず、どんどん参加すること
で円を広げる、つまり責任の領域を広げることができる
はず。生活クラブではおおぜいの人が、地域・社会の課
題解決の当事者になるために、参加で責任の領域を広
げていく考え方を大事にしてきたのよ。

2023年 1・2月号11 102023年 1・2月号



村
田
代
表
:
2
0
1
4
年
の
橋
本
開
所
当
初
は
︑
事
業
を

軌
道
に
の
せ
な
く
て
は
！ 

利
用
者
さ
ん
に
ケ
ア
や
食
事

を
ち
ゃ
ん
と
提
供
し
な
く
て
は
！ 

と
︑
日
々
の
業
務
を

こ
な
す
こ
と
に
必
死
で
し
た
︒﹁
な
に
か
役
に
立
て
る
か

な
﹂と
声
を
か
け
て
く
れ
る
組
合
員
の
存
在
を
感
じ
て
い

な
が
ら
︑
力
を
合
わ
せ
た
い
思
い
を
う
ま
く
発
信
で
き
な

い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
︒

　
そ
れ
で
も
続
け
て
い
く
な
か
で
︑こ
の
事
業
や
活
動
は
︑

組
合
員
が
同
様
の
思
い
で
生
み
出
し
た
消
費
材
の
よ
う

な
存
在
な
の
か
な
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
︒
組

合
員
が
参
加
す
る
生
活
リ
ハ
ビ
リ
ク
ラ
ブ
橋
本
運
営
会

議
こ
そ
︑そ
の
連
携
を
築
く
場
な
ん
だ
と
改
め
て
気
が
つ

き
︑﹁
組
合
員
と
一
緒
に
地
域
に
参
加
型
福
祉
を
広
げ
る

こ
と
﹂を
め
ざ
し
て
事
業
を
し
て
い
る
ん
だ
と
見
え
て
き

ま
し
た
︒

　
さ
ら
に
︑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
者
さ
ん
に
よ
り
豊
か

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
︑﹁
地
域
と
の
い

ろ
い
ろ
な
つ
な
が
り
﹂が
と
て
も
大
切
だ
と
実
感
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
︒

矢
野
理
事
長
:
参
加
型
福
祉
を
組
合
員
だ
け
で
な
く
て
地

域
に
広
げ
る
︑と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま
し
た
よ
ね
︒

村
田
代
表
:
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
︑
私
た
ち
は
ず
っ
と

﹁
人
を
人
と
し
て
大
切
に
す
る
﹂﹁
ど
ん
な
方
も
そ
の
方
ら

し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
﹂こ
と
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
︒

メ
ンバ
ー
に
は﹁
そ
ん
な
の
当
た
り
前
だ
よ
﹂と
笑
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
が
︑そ
の
当
た
り
前
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
︒
例
え
ば﹁
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
れ
ば
地
域
の
方

が
気
持
ち
よ
く
前
を
通
っ
て
く
れ
る
か
な
﹂と
地
域
と
さ

さ
や
か
な
接
点
を
つ
く
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
︑
少
し
ず

つ
認
め
ら
れ
て
︑
知
り
合
いへの
紹
介
や
利
用
回
数
を
増

や
す
利
用
者
さ
ん
が
増
え
て
き
た
り
︒そ
の
積
み
重
ね

が
事
業
実
績
に
つ
な
が
り
︑や
っ
と
2
0
2
2
年
度
で
黒

字
が
見
え
て
き
ま
し
た
︒

矢
野
理
事
長
:
2
0
2
2
年
10
月
の
生
活
リ
ハ
ビ
リ
ク
ラ
ブ

橋
本
運
営
会
議
で
は
︑
初
の
黒
字
の
報
告
を
受
け
て
み
ん

な
で
喜
び
ま
し
た
︒
橋
本
は
︑
小
さ
な
歩
幅
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
確
実
に
歩
み
を
進
め
︑
今
や
っ
と
実
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
ね
︒

　

7
年
も
赤
字
っ
て
︑
企
業
だ
っ
た
ら
閉
じ
る
か
も
し
れ
な

い
︒で
も
生
活
ク
ラ
ブ
と
W
・
Co
は
組
合
員
が
つ
く
っ
て
き
た

参
加
型
福
祉
の
価
値
を
と
て
も
大
事
に
思
っ
て
︑そ
う
は
し

な
か
っ
た
︒こ
れ
は
生
活
ク
ラ
ブ
50
年
の
歴
史
の
重
み
だ
と

思
う
ん
で
す
︒

　

橋
本
は
地
域
の
大
事
な
資
源
で
す
︒そ
れ
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
︑さ
が
み
生
活
ク
ラ
ブ
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
︒
参
加
型
福
祉
を
地
域
に
広
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
W
・

Co
で
働
く
の
で
も
い
い
し
︑
居
場
所
づ
く
り
を
し
て
も
い
い
︒

地
域
課
題
を
解
決
す
る
市
民
活
動
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
肢
が
あ
っ
て
︑
自
分
た
ち
組
合
員
が
自
分
た
ち
の
で

き
る
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
ら
︑
福
祉
に
関
わ
る

人
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
︒

三浦元副理事長

神輿作りの相談

生活クラブの

消費材を使った

自慢のごはん

W.Co むすびって
村田代表

さがみ生活クラブ
矢野理事長

枝豆の収穫

デイサービスの園芸作業

長
か
っ
た
赤
字
か
ら
黒
字
転
換
へ

利
用
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

地
域
に
暮
ら
す
み
ん
な
で
課
題
を

共
有
し 

参
加
型
福
祉
の
実
践
へ

三
浦
:
今
後
は
ど
の
よ
う
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
た
い
で
す
か
？

村
田
代
表
:
W
・
Co
と
し
て
も
っ
と
私
た
ち
の
強
み
に
自
信

を
持
っ
て
︑
組
合
員
や
地
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
︒
福
祉
っ
て
社
会
に
問
題
が
あ
る
か
ら
こ
そ
福
祉
事
業

が
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
︑
予
算
が
増
え
た

ら
い
い
社
会
が
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

国
は﹁
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
支
援
拡
充
策
を
総
合
経
済
対

策
に
﹂と
言
っ
て
い
ま
す
が
︑そ
も
そ
も
子
ど
も
食
堂
が
必

要
な
人
た
ち
を
生
み
出
さ
な
い
社
会
こ
そ
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
す
︒

三
浦
:
訪
問
介
護
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は

何
で
し
た
か
？

村
田
代
表
:
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
り
迎
え
を
す
る
中
で﹁
こ
の

方
は
帰
宅
後
︑お
一
人
で
ど
う
や
っ
て
過
ご
し
て
い
る
ん
だ

ろ
う
？
夜
遅
く
ま
で
ご
家
族
が
帰
っ
て
こ
な
い
の
か
な
？
﹂

と
案
じ
た
り
︑
若
い
人
が
介
護
す
る
姿
や
老
老
介
護
の
様

子
な
ど
を
垣
間
見
た
り
と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
︒
利
用
者
さ
ん
の
家
で
の
暮
ら
し
に
関
わ
れ
な
い
も
ど
か

し
さ
が
あ
っ
た
ん
で
す
︒

　

利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
外
の
顔
で
過
ご

す
と
こ
ろ
で
︑
家
で
過
ご
す
顔
と
は
違
う
と
思
い
ま
す
︒
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
大
事
だ
け
れ
ど
︑そ
の
方
の
生
活
全
体
か
ら

見
た
ら
ほ
ん
の
一
部
︒
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
つ
く
っ
て
き
た
信

頼
関
係
を
持
っ
て
︑﹁
も
っ
と
暮
ら
し
全
体
を
支
え
た
い
﹂

と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
の
で
す
︒そ
の
結
果
と
し
て
事

業
安
定
も
つ
い
て
き
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
︒

リハビリ橋本

生活リハビリクラブの詳細はこちら

　

私
た
ち
は
そ
ん
な
変
だ
な
と
思
う
こ
と
に
着
目
し
て
︑

行
政
へ
の
政
策
提
案
も
で
き
る
︒そ
れ
が
ほ
か
の
事
業
者

と
違
う
︑生
活
ク
ラ
ブ
運
動
グ
ル
ー
プ
と
い
う
運
動
体
の
中

に
い
る
か
ら
こ
そ
の
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
最
近
は
︑ご
近
所
の
方
や
介
護
従
事
経
験
者
が

﹁
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
﹂と
メ
ンバ
ー
に
な
り
︑﹁
も
っ

と
こ
う
し
た
方
が
い
い
﹂と
意
見
を
出
し
て
く
れ
て
良
い
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
話
し
合
え
る
・
学
び
合
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
︑
私
た
ち
は
続
け
ら
れ
る
と
思
う
ん
で
す
︒

　
メ
ンバ
ー
は
31
人
い
ま
す
が
︑そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
を
抱
え

て
い
て
シ
フ
ト
を
埋
め
る
難
し
さ
が
あ
り
︑た
す
け
あ
い
つ

つ
も
一
部
の
人
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題

で
す
︒
持
続
可
能
な
働
き
方
に
す
る
た
め
に
は
︑や
は
り
メ

ンバー
を
増
や
し
て
担
い
手
を
お
お
ぜ
い
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

矢
野
理
事
長
:こ
う
し
た
実
情
は
外
か
ら
見
る
と
わ
か
ら
な

い
の
で
︑
W
・
Co
か
ら
組
合
員
に
向
け
て
︑も
っ
と
成
果
だ

け
で
な
く
課
題
も
さ
ら
け
出
し
て
ほ
し
い
で
す
︒そ
う
す

る
こ
と
で
︑
地
域
の
福
祉
に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
持
つ

組
合
員
が
増
え
て
く
る
︒組
合
員
︑W
・
Co
︑そ
し
て
地
域

の
人
た
ち
み
ん
な
で
課
題
を
共
有
し
て
ど
う
し
た
ら
解
決

で
き
る
の
か
︑も
っ
と
話
し
合
い
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
︒い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
な
が
ら
︑こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
参
加
型
福
祉
を
地
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
︒

W.Coむすびって
メンバーと

利用者のみなさん

↓

↓
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員で00 ・ 経営 ・ 労働する
「W.Co」00に入る言葉は？

は3ページ‘

4:t 出し弁当

キャロ ッ

ぃ もう 一つの働き方

撮影：Photostudio-Home葛谷舞子
場所：企業組合W.Coミズ・キャロット

すすきのプランチ（横浜市青葉区）
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新たな参加を力に地域に愛されるデポーづくり

新メンバーでの運営委員会が発足してから3ヶ月と短期
間での準備となりましたが、運営委員 ・ ワ ーカ ーズ・組合員

が手を携えて様々なイベントに取り組
み、リニューアル初日 から「のぼりとデ
ポー」を盛り上げることができました。

これ まで来所して消費材は購入して
も活動にはなかなか参加することが

なかった 組合員が、オ—プニングイ
ベントでは運営側に回り積極的に
参加するようになる など、新しい

｀ヽ
長’

こ

区！

セLtニーでは
お祝いの
勘子舞を披露
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力が生まれる場面もつくることができました。リニュ―アル
オープン1ヶ月の新規加入が59件と 「のぼりとデポー」開
所以来の最高記録を達成し、リニュ―アルの効果を十分に
体感しています。

今後は組合員全員で本当に「いいもの」をひろめ、「地域
に愛されるデポーづく り」を行っていく所存です。

まつだ つよし

運営委員長／松田強詞

凸

組合員がデザインした
休憩スペース

岬面む舌用して

消費材を陳列

中央l-ソか調の杜がポイント
通蹄は広く、よtJ B月 るいフn？に

o:凪詈，：
1 開所時間 I 10:30~19:00（水曜日定休・祝日開所）
I所在地I川崎市多摩区登戸2799-1

小田急小田原線「向ヶ丘遊圏」駅より徒歩5分

＼にかほを知って、味わおう！ J
C 崎叩加加）

テポー底力｝ぽフ辺？
2/20 （月）～ 26（日）

I渇閂a渭 政策調整部云045-474-0985
（月～金・祝9:00 ~ 17:00) 

「生活クラブでんき」の雫源／生活クラブ風車「夢風」
が建つ、秋田県にかほ市の特産品をデポーで取り組む
特別な1還間！組合員と現地生産者が協力して開発し
た 「夢風ブランド品（日本酒「夢風」 ・ はたはたおいる漬
け ・ 鱈しょっつる ・ タラーメン）」 の取り組みもあります。

`’ 

�'2/25（土）
AM：宮前平・南林閻＼ 
PM：つなしま・せや

にかほ市の皆さんが4デ‘ホ゜一に来所
予定！にかほ市の特産品や「生活クラ
ブでんき」をアビールします｝

※新型コロナの感染拡大状況によっては、スケジュールが変更になる可能性があります
’’ ． 

組合員人数 87,017人(2022年11 月末 163人増） 11 月度加入 841人、 脱退 678人
世帯当り利用高 20,542円 (2022年10月）世帯当り出資金 131,551 円 (2022年 10月）

ちょこっとQの答え►「出資」。金額や頻度（月に1回、年に1回など",)は団体で異なります
が、働くメンバー全員で出資金を出し合うことで、一人ひとりに経営者意識が生まれます。

※「W.Co」に開する記事は2~5ページに記載


